
「見逃し」と「離脱」をなくす。
酒さとざ瘡の
治療を1歩すすめる実践知

酒さは近年その認知度向上に伴い診療機会が増加しているが、脂漏性皮膚炎、尋常性ざ瘡など類似した臨床像を
呈する疾患も多く、診断や治療選択に苦慮する症例は少なくない。本邦における酒さの有病率は海外からの報告
と比較して低いが、類似疾患との鑑別が複雑であることなどから、多くの患者が見過ごされている可能性が指摘さ
れている。こうした背景を踏まえ、日本人の肌質や国内の臨床環境に即した実践的な指針を示すことを目的として、
J-ROSCO（Japan Rosacea Consensus）が作成された。本講演では、J-ROSCOで整理された酒さの病型分
類とその特徴、鑑別診断、悪化因子、患者指導について概説する。さらに、顔面毛包性紅斑黒皮症やMorbihan
病などの関連病態にも触れながら、治療選択やスキンケア指導について自験例を交えて紹介し、日本における酒さ
診療の標準化と診断精度向上について考えたい。
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尋常性ざ瘡治療においては、日本皮膚科学会診療ガイドラインに基づく標準治療が確立しており、急性期治療で炎
症性皮疹を改善した後、維持期治療へ移行し再燃を抑制することが重要である。なかでも過酸化ベンゾイル
（BPO）は、抗菌薬耐性誘導リスクが少なく、急性期から維持期まで一貫して活用できる重要な治療選択肢であ
る。一方、実臨床では刺激感への懸念や患者指導の難しさから、面皰治療薬の適正使用が十分に行われず、期待
した効果を得られないまま治療離脱に至る症例も少なくない。本講演では、ショートコンタクトセラピーという特徴を
有するベピオウォッシュゲルを踏まえ、「治療開始時からの全顔塗布」および「洗顔習慣化」の実践について、患者
指導上の工夫や臨床現場での実感を交えながら紹介する。
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